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ミュンヘンにおける観光事情
山 田 徹 雄
〔はじめに〕
ドイツにおける観光統計は、９名以上の収容能力のある宿泊施設について公
的に厳密な集計がなされている。本稿においては、宿泊施設において把握され
た旅行者を定量的に分析することによって、ミュンヘンの観光事情を概観する。
その際、バイエルンにおけるオーバーバイエルン、バイエルンにおける「ミュ
ンヘン大都市圏」の意義を確定しつつ、とくに外国からの旅行者の動向に注目
する。
１．バイエルン旅行者の季節変動
１－１．バイエルンにおけるオーバーバイエルン
バイエルンにおける旅行者の県別統計を季節ごとに示し、ミュンヘンを中心
とするオーバーバイエルンが、バイエルン州においていかなる位置にあるかを
まず検討する。
バイエルンにおける冬期（１１月から翌年４月）旅行者の統計を、〔表１〕に
示した。到着旅行者数において、オーバーバイエルンは、バイエルン州におい
て、およそ４５％を占め、また宿泊件数においても４３％に達している。バイエル
ン州の観光にとって、オーバーバイエルンの意義は極めて大きい。
夏期におけるバイエルン旅行者の傾向も冬期におけるそれと殆ど変化はな
い。オーバーバイエルンは、到着旅行者数においてバイエルン全体の４３％、宿
泊件数では４０％を占めている。（〔表２〕参照）
しかし、バイエルン旅行者の季節変動を夏期／冬期比率で見ると、オーバー
バイエルンとミッテルフランケンにおいて季節変動が小さいことが分かる。前
者はミュンヘン、後者はニュルンベルクという大都市がその中心となっている
―９０―
〔表１〕冬期におけるバイエルン旅行者（２００８年１１月～２００９年４月）
到着旅行者数 宿泊件数
Oberbayern ４，５７８，９３６ １１，４３８，６５７
Niederbayern ９８８，７９３ ４，３５６，９１７
Oberpfalz ６００，１３９ １，６０５，８７７
Oberfranken ５９８，１４２ １，５６４，７１７
Mittelfranken １，２３０，７２９ ２，５６７，７２４
Unterfranken ８３６，６６９ ２，３２０，５２２
Schwaben １，３７５，１４３ ４，６６８，４２６
Bayern計 １０，２０８，５５１ ２８，５２２，８４０
（注）到着旅行者数は、９名以上の収容能力のある宿泊施設において確認されて
いる数値。以下、同様。
（典拠）Bayern Tourismus Marketing GmbH, Tourismus in Bayern, in interrete
sub : http : //www.bayern.by/de/bayern―tourismus― in―zahlen.html,
２５．１１．２００９
〔表２〕夏期におけるバイエルン旅行者（２００８年５月～１０月）
到着旅行者数 宿泊件数
Oberbayern ７，０２２，８１４ １８，９２９，８９８
Niederbayern １，５６０，５０７ ７，１６５，２５４
Oberpfalz ９９５，５４５ ２，８７７，２４８
Oberfranken １，０４０，７３２ ２，７３５，７３５
Mittelfranken １，８４２，３２１ ３，８９７，６３０
Unterfranken １，４２３，２６９ ３，７９７，５２０
Schwaben ２，２５９，８３４ ８，２２２，０４４
Bayern計 １６，１４５，０２２ ４７，６１６，３２９
Bayern Tourismus Marketing GmbH, Tourismus in Bayern, in interrete sub :
http : //www.bayern.by/de/bayern―tourismus―in―zahlen.html,２５．１１．２００９
―９１―
〔表３〕バイエルン旅行者の季節変動
到着旅行者数でみる
夏期／冬期比率（％）
宿泊件数でみる夏期
／冬期比率（％）
Oberbayern １５３ １６５
Niederbayern １５７ １６４
Oberpfalz １６６ １７９
Oberfranken １７４ １７５
Mittelfranken １５０ １５２
Unterfranken １７０ １６４
Schwaben １６４ １７６
Bayern計 １５８ １６７
（典拠）〔表１〕、〔表２〕より作成。
ことが季節変動の小さいことを説明する主たる要因である。しかし、オーバー
バイエルンには、冬期レジャーであるスキー場が含まれていることも、影響し
ていると思われる。
１－２．外国人によるバイエルン旅行
つぎに、バイエルンを旅する外国人について起点となる国別に季節変動を見
る。
冬期における外国人旅行者に関しては、イタリアからの旅行者が最も多く、
オーストリア、オランダがそれに次ぐ。宿泊件数においては、アメリカ合衆国
を起点とするものが最も多い。なおアメリカ人の平均宿泊日数が２．４４日である
が、湾岸諸国からの旅行者のそれは、３．２８日、ロシアの場合、２．７８日である。
夏期については、オランダからの旅行者が最多で、これに次いでアメリカ合
衆国、イタリアとなっている。宿泊件数においても、オランダからの旅行者が
最も多く、次いでアメリカからの旅行者である。
バイエルンを旅する外国人が、季節によってどのような変化を示すか〔表６〕
―９２―
〔表４〕冬期における国別バイエルン旅行者（２００８年１１月～２００９年４月）
到着旅行者数 宿泊件数
イタリア ２１１，５４２ ４３２，８１３
オーストリア １９８，７２４ ３８３，０５５
オランダ １９０，４６８ ３８１，４４５
スイス １６１，０４０ ３３１，２５９
イギリス＋北アイルランド １２２，３７４ ２７１，３７３
フランス ８９，８６７ １８２，５８０
ロシア ５９，４７３ １６５，５０７
アメリカ合衆国 １７８，０３３ ４３４，８６８
日本 ７６，４４８ １２１，０４３
湾岸諸国 ２１，９２５ ７１，８６７
外国人合計 ２，１００，９３５ ４，５８１，４６５
Bayern Tourismus Marketing GmbH, Tourismus in Bayern, in interrete sub :
http : //www.bayern.by/de/bayern―tourismus―in―zahlen.html,２５．１１．２００９
〔表５〕夏期における国別バイエルン旅行者（２００８年５月～１０月）
到着旅行者数 宿泊件数
オランダ ４８０，４４２ １，０１２，５０４
イタリア ３２０，０５９ ６０２，７２９
オーストリア ３０３，３９２ ５６９，３７１
スイス ２５０，８２０ ５５０，８５２
イギリス＋北アイルランド ２２６，７７０ ４８７，６０４
フランス １４２，８１７ ２９３，０４８
ロシア ６７，８５４ １８２，９１４
アメリカ合衆国 ３４７，０７３ ７９３，５１３
日本 １１７，４８７ １９０，４３６
湾岸諸国 ５５，２４１ ２５６，７８０
外国人合計 ３，７４９，３９５ ７，９８９，０４３
Bayern Tourismus Marketing GmbH, Tourismus in Bayern, in interrete sub :
http : //www.bayern.by/de/bayern―tourismus―in―zahlen.html,２５．１１．２００９
―９３―
〔表６〕バイエルン旅行者の国別季節変動
到着旅行者数でみる
夏期／冬期比率（％）
宿泊件数でみる夏期
／冬期比率（％）
イタリア １５１ １３９
オーストリア １５２ １４９
オランダ ２５２ ２６５
スイス １５８ １６６
イギリス＋北アイルランド １８５ ２９５
フランス １５９ １６１
ロシア １１４ １１１
アメリカ合衆国 １９５ １８２
日本 １５４ １５７
湾岸諸国 ２５２ ３５７
に記した。夏期の旅行者が激増するのは、オランダと湾岸諸国を起点とするも
のである。また、夏期において宿泊日数が激増するのは、湾岸諸国、イギリス、
オランダからの旅行者である。これに対して、季節変動が殆どないのがロシア
からの旅行者である。イタリア、オーストリア、スイス、フランスなどの地続
きの国からの旅行者、また日本からの旅行者は季節変動が小さい。
２．ミュンヘン観光
２－１．ミュンヘン大都市圏
ミュンヘン市に宿泊する旅行者を定量的に分析する。ミュンヘン市に宿泊す
る旅行者は、ミュンヘン市のみならず、周辺地域の観光をも目的とする点を考
慮すると、その射程は、およそ「ミュンヘン大都市圏」（Europäische Metropol-
region München、略称 EMM）まで拡大すると思われる。
「ミュンヘン大都市圏」には、ミュンヘン特別市（kreisfreie Stadt München）
とそれを取り巻くミュンヘン郡（Lkr. München）の他、ミュンヘン市の北方
にインゴルシュタット特別市（kreisfreie Stadt Ingolstadt）、北東にランズフッ
ト特別市（kreisfreie Stadt Landshut）、南東にローゼンハイム特別市（kreisfreie
Stadt Rosenheim）、西南西にカウフボイレン特別市（kreisfreie Stadt Kauf-
―９４―
〔表６〕ドイツ、バイエルン、EMMの経済指標
ドイツ バイエルン EMM
バイエルンにお
ける EMM（％）
２００７年度における人
口（１００万人）
８２．２ １２．５ ７．３ ５８
面積（） ３５７，１００ ７０，５５０ ３７，８５０ ５４
２００６年における空間
GDP （１０億ユーロ）
２，３２１ ４１５ ２６０ ６３
２００７年における雇用
（１００万）
２６．８５ ４．４１ ２．５８ ５９
２００８年における失業
率
８ ４．２ ３．７
（典拠）Landeshauptstadt München Referat für Arbeit und Wirtschaft, Der
Wirtschftsstandort 2009 , München, p.５
beuren）、西北西にアウグスブルク特別市（Kreisfreie Stadt Augsburg）が存在
する。また、ミュンヘン市の南には多数の景勝地を含むシュタルンベルク郡
（Lkr. Starnberg）、ヴァイルハイム・ショーンガウ郡（Lkr. Weilheim―Schon-
gau）、バート テルツ・ラーツハウゼン郡（Bad Tölz―Wolfratshausen）、ガル
ミッシュ・パルテンキルヘン郡（Lkr. Garmisch―Partenkirchen）が、また北に
はダッハウ郡（Lkr. Dachau）が隣接している。また南東のトラウンシュタイ
ン郡（Lkr. Traunstein）にはベルヒテスガーデンが位置している。
この EMMの経済指標をドイツおよびバイエルンと比較すると〔表６〕の
ようになる。注目すべきは、この地域の空間 GDPがバイエルンの６３％、ドイ
ツ全体の１１％を占めていること、失業率がドイツ全体との比較において著しく
低位にあるのみならず、バイエルン平均よりも低いことである。
２－２．ミュンヘン旅行者
過去１０年間におけるミュンヘン旅行者数に関する統計は、ミュンヘン市によ
って宿泊者数の統計が公表されている。この統計は、ミュンヘンにおける９名
以上の収容能力のある宿泊施設によって把握された数値で信頼性が高い。（〔表
７〕参照）
―９５―
〔表７〕ミュンヘン旅行者の推移
年度 ミュンヘン到着旅行者件数 宿泊件数
１９９８ ３，３６６，８２６ ６，８８１，１２０
１９９９ ３，５４８，９７３ ７，２７５，５３０
２０００ ３，７４２，７１０ ７，７５６，１５２
２００１ ３，６３６，９４０ ７，５９５，２２７
２００２ ３，４４８，５９９ ６，９４９，２３３
２００３ ３，４６２，２６３ ７，０５７，４４４
２００４ ３，７４４，９２９ ７，６８５，２１７
２００５ ４，１２２，１５６ ８，３５５，５１７
２００６ ４，３７１，３２２ ８，８５８，８１８
２００７ ４，７０１，７１７ ９，５３３，０３５
２００８ ４，８３０，３９３ ９，８４７，１２２
（典拠）Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft,
Münchner Jahreswirtschaftsbericht 2009 , p.３１
これによると、到着旅行者数も宿泊件数もこの１０年間に４３％の増加をみた。
２０００年に極大値を示した後、２００１年から２００３年に一時的な停滞があるものの
２００８年にかけて再び着実に観光客が増大した。但し、この間、一人当たりの宿
泊日数は２．０４３８日から２．０３８５日へと微減している。
２－３．ミュンヘン旅行者の内訳
旅行者の内訳を見ると、国内からの旅行者がおよそ５６％を占め、また宿泊件
数においては５３％に達しているが、海外からの旅行者もミュンヘンに大きな魅
力を見出していることが分かる。当然のことであるが、国外からの旅行者の方
が滞在日数は多い。（〔表８〕参照）
旅行者の起点となる地域を〔表９〕によって確認する。
外国人旅行者においては、アメリカ合衆国からの旅行者が最多であるが、全
体としては周辺国であるイタリア、スイス、オーストリアからの旅行者が多い。
―９６―
また、日本、中国、韓国など極東アジアからの観光客、湾岸諸国からの旅行者
も多数見られる。
一人当たりの滞在日数を基準に見ると、以下のことがわかる。
（１）スイス、オーストリアなど、バイエルンに近接した国からの旅行者の滞
在日数が少ない。とくにミュンヘンとの経済距離が小さいオーストリアからの
旅行者の宿泊は、ドイツ国内からの旅行者より少ないことから、ミュンヘンは
ドイツの非バイエルン以上にオーストリアとの親近性が強く感じられる。
（２）アメリカ合衆国、オーストリア、ブラジルなど遠距離からの旅行者の滞
在日数が多くなる傾向は、確かにある。
（３）湾岸諸国、インドを基点とする旅行者のミュンヘン滞在期間は異常に長
い。
（４）東アジア諸国からの旅行者においては、日本人と比較すると中国人、韓
国人の滞在期間は短い。ミュンヘンは日本人により好まれているのであろう
か？
日本のドイツ観光局サイト「観光街道」においては、ロマンチック街道、ド
イツ・アルペン街道などバイエルンに位置する観光スポットが重点的に広報さ
れているが、中国においても同様の広報がなされている。このことから、日本
人観光客の観光スタイルが以前のような短期滞在型から変化をしてきた可能性
がある。
〔表８〕２００８年度ミュンヘン旅行者の内訳
ミュンヘン到着
旅行者件数
宿泊件数 一人当たりの
宿泊日数
ドイツからの旅行者 ２，７２７，９９９ ５，２６２，５６３ １．９２９０
外国からの旅行者 ２，１００，３９４ ４，５８４，５５９ ２．１８２７
合計 ４，８３０，３９３ ９，８４７，１２２ ２．０３８５
（典拠）Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, Tourismusamt,
Jahresbericht des Tourismusamtes 2008 , p.５
―９７―
〔表９〕２００８年度外国からのミュンヘン旅行者の国別内訳
（到着件数１万以上を抽出）
国名
ミュンヘン到着
旅行者件数
宿泊件数
一人当たりの
宿泊日数
アメリカ合衆国 ２６４，１９６ ６１２，９３８ ２．３２００
イタリア ２３７，９２４ ４９９，６５４ ２．１０００
イギリス・北アイルランド １８８，０８９ ３７７，７３６ ２．００８２
スイス １５２，９５４ ２８５，１０３ １．８６３９
オーストリア １３１，３７６ ２２５，８７０ １．７１９２
スペイン １０２，４６１ ２１３，０６６ ２．０７９４
フランス ８０，４０３ １５６，４０６ １．９４５２
ロシア ７１，３２７ １９０，０９１ ２．６６５０
湾岸諸国 ６３，６９６ ２７３，０３５ ４．２８６５
オランダ ６２，８０３ １２３，５０２ １．９６６４
日本 ６１，５１７ １２７，２２６ ２．０６８１
中国・香港 ４４，０９４ ８４，９９０ １．９２７４
オーストラリア ４１，２２０ ９３，９９４ ２．２８０３
カナダ ３９，３３１ ８３，９６３ ２．１３４７
ギリシャ ２９，４８１ ７７，９８５ ２．６４５２
スウェーデン ２６，６５９ ５３，４００ ２．００３０
フィンランド ２５，８９２ ５７，４８８ ２．２２０２
韓国 ２３，５２４ ４３，７９６ １．８６１７
ベルギー ２３，０４４ ４４，６６４ １．９３８２
ブラジル ２２，７９６ ５６，３０９ ２．４７０１
ポーランド １８，６７１ ４６，８４４ ２．５０８９
デンマーク １７，９７２ ３７，４２７ ２．０８２５
アイルランド １７，７０２ ４２，８０３ ２．４１７９
ハンガリー １６，８１０ ３３，８９５ ２．０１６３
ノルウェー １６，２０９ ３４，９１７ ２．１５４１
チェコ １５，９５７ ３２，４８７ ２．０３６０
トルコ １４，４２８ ３２，７２６ ２．２６８２
ルーマニア １４，１２９ ２７，２４３ １．９２８１
イスラエル １３，６８６ ３１，５８７ ２．３０７９
ルクセンブルク １０，９００ ２１，８７３ ２．００６６
ポルトガル １０，５９５ ２４，９３８ ２．３５３７
インド １０，３４５ ３４，６４８ ３．３４９２
（典拠）Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, Tourismusamt,
Jahresbericht des Tourismusamtes 2008 , p.５―６
―９８―
〔表１０〕２００８年度、ミュンヘンにおいて観光に誘発された売上の部門別比率
部門 比率（％）
宿泊産業（Gastgewerbe） ３９
小売り（Einzelhandel） ４５
上記以外のサービス部門（Dienstleistungen）＊ １６
＊ 例えば、Ausstellungen, Veranstaltungen, touristische Dienstleister, öffentliche und
private Verkehrsmittel
（典拠）Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, Münchner
Jahreswirtschaftsbericht 2009 , p.３２
２－４．観光の波及効果
DWF（das Deutsche Wirtschaftswissenschaftliche Institut für Fremden-
verkehr an der Universität München）が行なった調査によると、観光によって
誘発された売上は、２００８年におよそ６４億ユーロに上っており、宿泊施設に宿泊
したものは、１日あたり１９０ユーロ、親類・友人宅に宿泊したものは、同４３ユー
ロの消費支出をし、それらはミュンヘン市にある様々なサービス部門に分配さ
れた。
それらの誘発効果は、小売業、宿泊産業における売り上げとなって現れてい
る。（〔表１０〕参照）
ミュンヘン市における空間 GDPが、２００７年に７２４億８千万ユーロであった
ことから、観光による誘発効果は、空間 GDPのおよそ８．８％に相当する。
ミュンヘン市において、観光に関わる部門にはおよそ７万件の正規雇用
（rund７０，０００Arbeitsplatze in Vollzeit）が存在し、これに例えばオクトーバー
フェストの際に、数知れぬ一時雇用、季節雇用（eine nichit bezifferbare Zahl
von Teilzeit― und saisonal Beschäftigten）が加わる。
２－５．ミュンヘン観光局による広報
ドイツにおいては、連邦政府レベルの外国人観光客誘致活動は、ドイツ政府
観光局によって行われ、同局支局がブリュッセル、アムステルダム、ロンドン、
コペンハーゲン、パリ、チューリッヒ、ミラノ、マドリード、ウィーン、ニュー
ヨーク、東京に置かれ、対象地域はヨーロッパ中心であった。
―９９―
これに対して、ミュンヘン市による観光広報機関であるミュンヘン観光局は、
外国支局（Auslandniederlassungen des Tourismusamts München）を、シカゴ、
サンパウロ、ドバイ、ニューデリー、北京、ソウル、香港、バンコク、シンガ
ポールに置いている。
この空間的配置は、アメリカ合衆国、ブラジル、湾岸諸国、インド、東アジ
ア、東南アジアにターゲットが向けられていることを示すものであり、その成
果は〔表９〕に現れているといえるであろう。
 バイエルンにおいては、オーバーバイエルンについで、大きな意義を有しているの
はフランケンとその中心都市ニュルンベルクである。（拙稿「フランケン地方におけ
る観光事情」『跡見学園女子大学文学部紀要』第４４号、２０１０年）
 ミッテルフランケンにおいて冬期旅行者の減少が少ないのは、ニュルンベルクにお
けるクリストキントレス・マルクトが多数の観光客を集めているためであろう。
 Europäische Metropolregion München e.V., Lage und Umgriff, in interrete sub :
http : //www.metropolregion―muenchen.eu/ueber―die―region/hintergrundinformation,
２４．１１．２００９
 拙稿「ドイツ観光事情―――ドイツを旅する外国人はどこから来て、どこへ行った
か―――」『跡見学園女子大学文学部紀要』第４３号、２００９年、３６ページ。
 中国において「観光街道」（ 光路 ）として広報されている順序は、１．浪漫之
路、２．国童 之路、３．城堡之路、４．国阿 卑斯山之路、５．工 文化之路、
６．茜茜之路、７．国林 大道、８．国葡萄酒之路、９．玻璃之路、１０．国玩
具之路であり、日本のサイトと大きな違いはない。（ 光路 in interrete sub : http :
/ / www. germany ― tourism. cn / ZHO / destination _ germany / master _ tlfstrasse. htm,
３１．１２．２００９）
 Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, Münchner
Jahreswirtschaftsbericht 2009 , p．３１
	 Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, München. Der
Wirtschaftsstandort. Fakten und Zahlen 2009 , p．４

 Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, Münchner
Jahreswirtschaftsbericht 2009 , p．３２
 拙稿「ドイツ観光事情―――ドイツを旅する外国人はどこから来て、どこへ行った
か―――」『跡見学園女子大学文学部紀要』第４３号、２００９年
―１００―
 Landeshauptstadt München, Referat für Arbeit und Wirtschaft, Tourismusamt,
Jahresbericht des Tourismusamtes 2008 , p．１５
―１０１―
